
第692号　2020年５月１日（金）

●日本国憲法より●
第13条　すべて国民は、個人として尊重される。
生命、自由及び幸福追求に対する国民の権利に
ついては、公共の福祉に反しない限り、立法そ
の他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。
第25条　すべて国民は、健康で文化的な最低限
度の生活を営む権利を有する。国は、すべての
生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない。
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（1）

☆組織の概況（3月31日現在）　組合員総数　6万0795人（3月の新加入者140人）　出資金総額　15億7516万9900円（1人平均　2万5910円）

主な記事 １面 フ レ イ ル の 進 行 を 防 ご う ！ ５面
生 誕 1 1 0 周 年 

回 想 の 津 川 武 一
健 生 病 院 ・ク リ ニ ッ ク 

外 来 診 療 の 案 内７面

　
津
軽
保
健
に
入
職
し
て
、
健

生
、藤
代
健
生
病
院
、診
療
所
、

訪
問
看
護
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
に

よ
り
看
護
の
役
割
に
つ
い
て
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
看
護
の
面
白

さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。▼
病
院
で
は
各
疾
患
に
お

け
る
病
態
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
精

神
科
看
護
は
人
間
理
解
が
重
要

で
あ
り
、
患
者
を
通
し
て
自
分

自
身
を
も
見
つ
め
る
こ
と
が
で

き
、
私
の
看
護
観
の
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。▼
診
療
所
で

は
、
組
合
員
と
の
協
同
無
し
に

は
医
療
活
動
方
針
の
実
現
が
難

し
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
診
療
所
活
動
の
柱
で
あ
る

健
診
に
つ
い
て
、
そ
の
重
要
性

を
職
員
の
み
で
地
域
に
啓
発
す

る
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
組
合
員
さ
ん
が
地
域
を

回
っ
て
健
診
を
進
め
て
く
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
毎
年
受
検
数
を

大
き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。▼
訪
問
看
護
で
は
、
健

康
管
理
と
生
活
上
の
問
題
解
決

に
お
い
て
、
多
職
種
チ
ー
ム
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
学

び
ま
し
た
。
病
気
や
生
活
に
対

す
る
看
護
の
視
点
が
、
患
者
の

健
康
維
持
と
生
活
の
質
を
大
き

く
左
右
す
る
た
め
、自
己
研
鑽

は
不
可
欠
で
す
。▼
学
び
、
実

践
し
た
こ
と
が
患
者
の
健
康
回

復
や
笑
顔
と
し
て
成
果
に
現
れ

る
。
喜
び
や
や
り
が
い
の
あ
る

素
敵
な
職
業
を
選
ん
だ
も
の
だ

と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

（
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事
・
看
護
介
護
部
長

�

加
藤
あ
け
み
）

コ ムラ

フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
防
ご
う
！

「新型コロナウイルス感染症」
高齢者が気をつけたいポイント

　新型コロナウイルス感染症が猛威をふるっています！
　喫煙者や糖尿病、心疾患など基礎疾患をお持ちの方は、感染症が重
症化しやすいので注意しましょう。また感染しないために、手洗いを
中心とする感染予防を心がけましょう。ただ、感染を恐れるあまり外
出を控えすぎて「生活不活発」による健康への影響が危惧されます。

　「動かないこと（生活不活発）」により、身体や頭の働きが
低下してしまいます。歩くことや身の回りのことなど生活動
作が行いにくくなったり、疲れやすくなったりし、フレイル
（虚弱）が進んでいきます。２週間の寝たきりにより失う筋
肉量は７年間に失われる量に匹敵するとも言われています！

　フレイルが進むと、体の回復力や抵抗力が低下し、疲れや
すさが改善しにくくなります。またインフルエンザなどの感
染症も重症化しやすい傾向にあります。フレイルを予防し、
抵抗力を下げないように注意が必要です。

ずっと家に閉じこもり、一日中
テレビを見ていたり、ぼーっとしていたり

食事もたまに抜かしてしまう…
誰かと話すことも少なくなった

――――――2020年３月　日本老年医学会HPより

先の見えない自粛生活
フレイルの進行を予防するために

動かない時間を減らしましょう
自宅でも出来るちょっとした運動で体を守ろう！
●座っている時間を減らしましょう

●筋肉を維持しましょう！
　関節も固くならないように気を付けて

●日の当たるところで散歩くらいの運動を心掛ましょう！

しっかり食べて栄養をつけ、バランスの良い食事を
●こんな時こそ、しっかりバランス良く食べましょう！

※食事の制限をうけている方はかかりつけ医の指示に従って
　ください。

お口を清潔に保ちましょう
しっかり噛んで、できれば毎日会話を
●毎食後、寝る前に歯を磨きましょう！

●お口周りの筋肉を保ちましょう。あいうべ体操が最適です。

家族や友人との支え合いが大切です！
●孤独を防ぐ！
　近くにいる者同士や電話などを利用した交流を

●買い物や生活の支援、困ったときの支え合いを

生活不活発に気を付けて！

高齢の両親をお持ちのご家族の方はぜひ促してあげましょう！

健
生
病
院
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対
策
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〝
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面
〟
を
ご
覧
下
さ
い



健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
の だ 支 所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です

（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生
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健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

2020年５月１日（金）　第692号 （2）健　　　康

アメリカ神経学会誌2019年 11月
12日号に「青壮年期の所得の不安定
さは、中年期の脳の健康に悪影響を及
ぼす」という論文が掲載されました。
23歳から35歳までの3287名の

アメリカ人を、1990年から2010年
まで20年間追跡調査しました。対象
者の20年間の所得の変動について検
討するとともに、2010年に詳細な認
知機能検査と脳MRIを実施しました。
例えば25%以上の減収など所得の変
動が大きい人ほど、MRIで測定した脳
の容積は減少し、認知機能も低下して
いました。
所得の不安定さが、なぜ脳の健康に
悪影響を与えるのでしょうか。所得の
不安定さを上流とすると、中流には、
その結果生じる慢性的なストレス、う
つ病の増加、喫煙、飲酒の増加、不健
康な食生活と運動習慣、医療や健康増
進活動へのアクセスの低下などがあげ
られ、下流には、糖尿病、高血圧、肥
満の増加、脳梗塞の発症、脳の健康悪
化があると考察されています。そし
て、所得補償などの社会保障政策の中
に、脳の健康に関する視点も取り入れ
るべきだとしています。学会誌の編集
者は「脳神経内科医は、社会的な視点
で病気を治療する義務もあるのではな
いか」という賛同のコメントを述べて
います。
厚生労働省が毎年実施している国

民健康・栄養調査の調査項目には所得
も含まれていて、所得と生活習慣との
関連を知ることができます。2020年
１月14日に発表された2018年度の
調査結果によると、年世帯所得が200
万円未満の低所得層を600万円以上の
高所得層と比較すると、男女ともに、
運動習慣が少なく、喫煙率が高く、健
診の未受診者が多く、歯の本数が少な
い傾向にありました。例えば、健診の
未受診者の割合は、600万円以上の世
帯員は男性16.7%、女性26.1%である
のに対して、200万円未満の世帯員は
男性40.7%、女性41.1%と４割を超え
ていました。
前回のコラムで紹介したような、病

気の発症の仕組みを明らかにし、治療
法を開発する医学研究は重要です。一
方で、研究結果をもとに社会のあり方
に問題提起をし、政策提言ができるよ
うな研究も不可欠です。
当生協外科の境剛志医師は、健生

病院の大腸癌手術症例を検討して、低
所得者ほど健診受診率が低く、腸閉塞
など症状がでてからの症例が多いこと
を明らかにしました。総合診療科の大
高由美医師は、他施設との共同研究
で、外来患者の経済状態を短時間で把
握できる臨床調査票を開発しました。
こうした社会医学的な分野に興味を持
ち、医療活動と研究を行っている同僚
医師がいることを大変心強く思います。

理事長 安 田 　 肇

�
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2020年度新入職員一覧
医　　　師　小山内俊晶・山口　拓斗
　　　　　　佐々木　遥・佐藤　汐織
　　　　　　原　　隆志

看　護　師　笹森　結衣・長内　靖子
　　　　　　秋元　真実・石黒　彩夏
　　　　　　清藤　綾華・藤田にちか
　　　　　　石郷岡聖奈・笹森　一花
　　　　　　佐藤　泉弥・芳賀　　唯
　　　　　　髙橋　珠理・佐藤　萌香
　　　　　　清藤　詩帆・髙木　美緒
　　　　　　三上　紗和・横山　怜奈
　　　　　　大森　麻由・佐藤　葉月
　　　　　　一戸　唯里・玉田　有佳
　　　　　　石田淑里子・青山　梨奈
　　　　　　岡元　美憂・神成　紘乃
　　　　　　三上　瑞穂

准 看 護 師　館山　京香・原田　瑞穂
　　　　　　秋元　翔太・平田　　香
　　　　　　土岐　祐人

薬　剤　師　川村麻美子

理学療法士　佐藤　聖真

作業療法士　渡辺　義登・谷川　公太

言語聴覚士　山埼　　茜・佐藤　小雪

ソーシャルワーカー　工藤　桜佳・葛西　悠名

調　理　師　木村優宇子・野呂　直哉

事　務　員　熊谷　紗奈・佐藤　　澪
　　　　　　浅原　夏希・浅見　瑞規

佐
さ さ き

々木　遥
はるか

　医師

青森県出身

　はじめまして、４月から健生病院で研修医とし
てお世話になっています佐々木遥と申します。私
は黒石市出身で弘前大学を卒業しました。自分を
育ててくれた地域に貢献したいという思いがあっ
て医師を志した私にとって健生病院で研修できる
ことがとても嬉しいです。まだまだ未熟な私です
が、日々の研修や周りの人々とのかかわりから学
び、医師として人間として成長していきたいです。

山
やまぐち

口　拓
た く と

斗　医師
青森県出身

　皆様はじめまして。四月から健生病院で初期研
修医としてお世話になります山口拓斗と申します。
私の好きな言葉の一つに「小医は病を医（いや）
す、中医は人を医す、大医は国を医す」という中
国の言葉があります。この言葉を胸に、小医とし
て駆け出した身ではありますが、大医を目指し、
24年間生まれ育った津軽に貢献できるよう頑張り
ます。よろしくお願い致します。

小
お さ な い

山内俊
としあき

晶　医師
青森県出身

　こんにちは。今年度から健生病院で初期研修医と
してお世話になります。小山内俊晶と申します。出
身は弘前大学で去年まで東京の予備校で試験勉強を
していました。晴れて合格し自然に囲まれた青森の
地を踏みしめることができ嬉しく思っています。こ
の健生病院で地域に根差した医療に貢献できるよう
に頑張っていくのでよろしくお願いします。

佐
さ と う

藤　汐
し お り

織　医師
青森県出身

　はじめまして。初期研修医の佐藤汐織と申しま
す。青森市出身で、令和初の弘前大学卒業生となり
ました。今回無事に国家試験に合格し、研修医とし
て働けることを嬉しく思うのと同時に、やっとスタ
ートラインに立つのだと、緊張しております。真摯
な姿勢と謙虚さを忘れずに、健生病院での初期研修
を頑張りたいと思います。これからどうぞよろしく
お願いします。

新
入
職
　
医
師
紹
介

　
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
度
北
海

道
の
道
東
勤
医
協
釧
路
協
立
病
院
を
定
年

退
職
し
て
参
り
ま
し
た
。
年
齢
は
推
し
て

知
る
べ
し
で
あ
り
ま
す
。
外
科
に
所
属
さ

せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら

に
来
て
よ
く
〝
患
者
さ
ん
の
た
め
に
〟
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。
本
当
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
何
が
で
き
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
役
に
立

つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

原は
ら　

隆た
か
し志　

医
師

北
海
道
出
身

医師紹介

３月定例理事会について
　新型コロナウイルス感染防止のため、４月６日開
催予定であった理事会は中止としました。理事会議
決事項は下記の通りですが、定款に則り、全理事から
の「同意」によって承認された事をお知らせします。
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ワ
ン
チ
ー
ム
で
楽
し
く
前
進

医
師
紹
介
コ
ー
ナ
ー

Vol.
100

　
こ
ん
に
ち
は
。
外
科
の
兼

田
杏
理
と
申
し
ま
す
。
２
０

０
９
年
４
月
よ
り
健
生
病
院

で
の
初
期
研
修
を
開
始
し
、

尊
敬
す
る
鈴
木
隆
太
医
師
に

出
会
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な

り
、
２
０
１
１
年
よ
り
当
院

外
科
で
修
練
を
開
始
し
ま
し

た
。
同
時
期
に
結
婚
し
、
そ

の
後
２
人
の
娘
の
母
と
な
り

ま
し
た
。

　
厚
労
省
に
よ
る
と
外
科
医

の
う
ち
女
性
の
比
率
は
７
％

台
、
消
化
器
外
科
医
は
６
％

と
、
ま
だ
希
少
な
存
在
で
あ

り
ま
す
。
青
森
県
は
更
に
少

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
辛

い
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ま
で

何
十
回
や
め
た
い
と
思
っ
た

こ
と
か
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
理
解
の
あ
る
外
科
の
先

生
方
、
保
育
園
の
先
生
、
家

事
育
児
を
私
以
上
の
ク
オ
リ

テ
ィ
で
こ
な
す
夫
、
元
気
な

娘
２
人
の
多
大
な
る
協
力
に

よ
っ
て
、
な
ん
と
か
こ
こ
ま

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が

増
え
育
児
も
少
し
落
ち
着
い

た
と
こ
ろ
で
、
県
連
外
研
修

の
運
び
と
な
り
、
弘
前
大
学

消
化
器
外
科
で
１
年
間
の
研

修
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
交
流
が
少
な
く
未

知
の
世
界
で
し
た
が
、
メ
ス

を
持
つ
者
同
士
心
は
変
わ
ら

ず
、
近
い
世
代
の
医
師
も
多

く
、
す
ぐ
に
馴
染
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し

た
慣
習
の
違
い
に
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
根
本

的
な
ス
タ
ン
ス
は
変
わ
ら

健生病院
兼田杏理 医師

い
き
い
き

診
療
所�

健
生
黒
石
診
療
所

訪
問
診
療
で

在
宅
療
養
を
支
援
し
ま
す

２
週
間
に
１
回
の
割
合
で
定

期
的
・
計
画
的
に
訪
問
し

て
、
診
療
、
治
療
、
薬
の
処

方
、
療
養
上
の
相
談
や
指
導

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
病
状
に
応
じ
て
、
臨
時
の

往
診
も
可
能
で
す
。
夜
間
や

休
日
も
含
め
て
、
24
時
間

３
６
５
日
い
つ
で
も
連
絡
や

対
応
が
可
能
な
体
制
を
取
っ

て
い
ま
す
。
ご
自
宅
以
外
に

も
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
と
い
っ

た
高
齢
者
向
け
の
施
設
等
へ

の
訪
問
も
可
能
で
す
。

　
在
宅
療
養
さ
れ
る
方
と
介

護
す
る
ご
家
族
が
、
安
心
し

て
そ
の
人
ら
し
い
療
養
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
支
援
専

門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

な
ど
と
連
携
し
、
療
養
さ
れ

る
方
と
ご
家
族
の
、
思
い
に

寄
り
添
っ
た
支
援
が
出
来
る

よ
う
、
日
々
努
力
し
て
お
り

ま
す
。

　

訪
問
診
療
の
ご
利
用
に

は
、
契
約
が
必
要
で
す
。
訪

問
診
療
を
希
望
さ
れ
る
方
や

ご
家
族
の
方
に
、
一
度
診
療

所
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き
、

詳
し
い
訪
問
診
療
の
内
容
の

説
明
と
契
約
書
の
作
成
を
行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

外
来
診
療
時
間
変
更

　
訪
問
診
療
の
依
頼
が
徐
々

に
増
え
て
お
り
、
訪
問
診
療

と
臨
時
の
往
診
に
対
応
す
る

た
め
、
６
月
よ
り
外
来
の
診

療
時
間
を
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
５
月
の
土
曜
日
は
、
臨

時
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。「
診
療
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ
」と「
休
診
日
の
お

知
ら
せ
」に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
事
務
長
代
行

�

・
横
山
み
ど
り
）

　
健
生
黒
石
診
療
所
で
は
、

「
訪
問
診
療
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
診
療
と
は
、
在
宅

療
養
を
行
っ
て
い
る
方
で
、

疾
病
・
傷
病
の
た
め
通
院
が

困
難
な
方
に
対
し
て
定
期
的

に
訪
問
し
て
診
療
を
行
う
こ

と
で
す
。
当
院
で
は
、
概
ね

　
入
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
が
、
津
軽
保
健

生
活
協
同
組
合
の
新
し
い
仲

間
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
歓
迎
い
た
し

ま
す
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
紙

上
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
り

ま
し
た
。

　
私
ど
も
の
生
協
は
故
津
川

武
一
先
生
が
開
設
さ
れ
た
津

川
診
療
所
を
前
身
と
し
て

１
９
５
２
年
に
誕
生
し
、
今

年
で
68
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
私
ど
も
の
主
要
な
仕
事
は

生
協
組
合
員
の
健
康
な
生
活

を
守
る
こ
と
、
病
気
を
持
っ

た
人
の
治
療
に
あ
た
る
こ

と
、
障
害
を
持
っ
た
人
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
皆
様
が
、
若
い
力
を
発

揮
し
て
、
そ
う
し
た
仕
事
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

社
会
的
背
景
に
も
配
慮

　
健
康
は
個
々
人
の
努
力
だ

け
で
は
な
く
て
、
い
ろ
い
ろ

な
社
会
的
環
境
か
ら
強
く
影

響
を
受
け
ま
す
。
青
森
県
は

日
本
一
の
短
命
県
で
す
。
そ

の
原
因
と
し
て
、
喫
煙
、
飲

酒
、
肥
満
な
ど
の
生
活
習

慣
、
通
院
事
情
の
悪
さ
な
ど

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

民
所
得
が
全
国
で
第
41
位
と

い
う
社
会
経
済
的
な
要
因
も

影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
健
生

病
院
外
科
の
境
剛
志
医
師

は
、
同
科
の
大
腸
癌
手
術
症

例
を
検
討
し
て
、
低
所
得
者

ほ
ど
健
診
受
診
率
が
低
く
、

腸
閉
塞
な
ど
症
状
が
で
て
か

ら
の
症
例
が
多
い
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
職
場
に
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
の
仕
事
を
覚
え

て
い
く
こ
と
、
医
療
技
術
者

で
あ
れ
ば
技
術
を
習
得
し
て

い
く
こ
と
は
当
然
重
要
で
す

が
、
患
者
さ
ん
、
利
用
者
さ

ん
に
接
し
た
際
、
そ
の
人
の

お
か
れ
て
い
る
社
会
的
背
景

に
も
、
是
非
、
目
を
配
っ
て

下
さ
い
。

仲
間
づ
く
り
、充
実
し
た
仕
事

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
労
働
衛

生
学
者
カ
ラ
セ
ク
は
、
労
働

者
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な

疫
学
調
査
を
行
い
「
要
求
さ

れ
る
仕
事
の
量
が
多
く
、
裁

量
の
自
由
度
が
低
く
、
更
に

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
低
い
場

合
に
虚
血
性
心
疾
患
の
発
症

危
険
率
が
高
く
な
る
」
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

強
調
し
た
い
こ
と
は
、
職
場

に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
頼

り
に
な
る
仲
間
が
い
る
と
病

気
に
な
り
に
く
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
同
期
の
職
員
の
中

で
、
職
種
を
超
え
た
仲
間
づ

く
り
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
津
軽
保
健
の

職
員
と
し
て
歩
む
中
で
、
健

康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
、

充
実
し
た
仕
事
を
行
い
、
幸

せ
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
て
、
私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安田  肇　理事長

ず
、
こ
れ
ま
で
当
院
で
学
ん

だ
こ
と
は
間
違
い
で
は
な

か
っ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
当
院
で
は
あ
ま

り
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
手
術
、
内
科
疾
患
な
ど
を

併
せ
持
つ
患
者
に
お
け
る
他

科
と
の
連
携
、
癌
診
療
に
お

け
る
手
術
以
外
の
化
学
療

法
・
放
射
線
療
法
な
ど
の
新

た
な
知
見
な
ど
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
忙
し

い
と
目
の
前
の
こ
と
に
精
一

杯
で
、
新
た
な
知
識
・
技
術

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
疎
か

に
な
っ
た
り
、
治
療
方
針
を

検
討
す
る
際
に
経
験
則
に

頼
っ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す

が
、
目
ま
ぐ
る
し
く
移
り
ゆ

く
医
療
の
進
歩
に
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
日
々
努
力

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
急
逝
し
た
志
村
け
ん

さ
ん
が
、
生
前
「
自
分
が
楽

し
ん
で
や
ら
な
い
と
人
を
楽

し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

医
療
の
求
め
る
究
極
の
ア
ウ

ト
カ
ム
は
患
者
と
そ
の
家
族

の
幸
せ
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
死
や
苦
痛
に
寄
り
添
う

こ
と
の
多
い
外
科
で
す
が
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
を
幸

せ
に
で
き
る
よ
う
、
チ
ー
ム

で
力
を
合
わ
せ
て
明
る
く
楽

し
く
、
前
進
し
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

これから訪問診療です

新入職員オリエンテーション

若
い
力
を
発
揮
せ
よ
！

新
入
職
員
、医
師
５
人
を
含
む
49
人

歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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老
人
ク
ラ
ブ
と
共
催
で

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど
で
学
ぶ

常
盤
野
班
、
ご
参
加
を

幻
と
な
っ
た「
健
康
づ
く
り
交
流
集
会
」

健
康
出
前
講
座

組
合
員
交
流
集
会

新
班
結
成

２
／
15

２
／
22

１
／
29

　
２
月
15
日
、
板
柳
支
部
健

康
出
前
講
座
が
板
柳
町
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お

互
い
活
動
を
広
げ
た
り
、
組

合
員
（
会
員
）
を
ふ
や
し
た

　
２
月
22
日
、
北
東
支
部
組

合
員
交
流
集
会
が
「
星
と
森

の
ロ
マ
ン
ト
ピ
ア
そ
う
ま
」

で
開
催
さ
れ
、
25
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
映

画「
津
軽
に
生
き
る
」と「
誕

生
」を
観
て
、
津
軽
保
健
生

協
の
歴
史
と
活
動
を
学
び
ま

し
た
。

　
中
川
亮
子
支
部
長
は
津
軽

保
健
に
《
最
初
の
班
》
が
で

き
た
の
は
北
東
支
部
の
津
賀

野
百
田
で
あ
り
、
続
い
て
撫

　

嶽
き
み
で
も
有
名
な
嶽

（
だ
け
）
地
区
で
１
月
29
日

「
常
盤
野
班
」
が
結
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
十
数
年
前
ま
で
「
き
み
の

会
班
」
と
し
て
班
会
が
盛
ん

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
中
国
武
漢
市
に
端
を
発
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
今
や
国
内
は
も
と
よ
り

世
界
中
に
そ
の
猛
威
を
奮

い
、
終
息
す
る
ど
こ
ろ
か
感

染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
ー
タ
ー
機
に
よ
る
中

国
か
ら
の
移
送
に
よ
り
、
一

時
的
な
隔
離
が
功
を
奏
し
た

こ
と
も
あ
り
、
政
府
は
比
較

的
楽
観
視
し
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
の
乗
客
乗
組

員
へ
の
対
応
か
ら
少
し
雲
行

き
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た
感

が
あ
り
ま
す
。
今
は
感
染
経

路
が
不
明
の
状
況
も
あ
り
、

本
県
に
お
い
て
も
遂
に
感
染

者
が
発
生
。
こ
の
間
、
政
府

い
と
い
う
同
じ
強
い
想
い
を

持
っ
て
お
り
、
５
年
ほ
ど
前

か
ら
板
柳
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
共
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
地
元
板
柳
町
の

野
宮
医
院
か
ら
野
宮
英
二
院

長
を
お
招
き
し
、「
健
康
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。「
筋
肉
は
付

け
す
ぎ
て
も
健
康
に
は
な
れ

な
い
」
な
ど
、
非
常
に
面
白

い
内
容
ば
か
り
で
、
１
時
間

と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が

牛
子
に
も
班
が
で
き
た
こ
と

に
ふ
れ
、
引
き
続
き
班
や
支

部
の
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
話
題
提
供
者
の
佐
藤
ま
さ

さ
ん
（
な
な
か
ま
ど
班
長
）

は
、
今
年
は
初
代
組
合
長
の

津
川
武
一
生
誕
１
１
０
年
で

あ
り
、
２
０
２
２
年
に
は
津

軽
保
健
生
協
創
立
70
周
年
に

な
る
こ
と
に
ふ
れ
、
津
川
武

一
先
生
の
生
涯
や
、
創
立
前

後
の
状
況
、
地
域
組
合
員
の

要
求
に
応
え
る
移
動
診
療
や

病
院
づ
く
り
、
班
活
動
な
ど

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
昼
食
交
流
、
入

浴
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ま
た
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

�

（
事
務
局
長
・
藤
原
竹
二
）

し
か
し
、
組
合
員
の
高
齢
化

に
伴
い
、
ど
ん
ど
ん
参
加
者

が
減
り
、
最
近
ま
で
休
眠
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

住
ん
で
い
る
組
合
員
が
「
ま

た
班
会
を
や
り
た
い
！
」
と

い
う
思
い
か
ら
き
み
の
会
の

方
針
と
し
て
不
特
定
多
数
の

集
会
や
行
事
等
の
自
粛
が
要

請
さ
れ
当
生
協
の
み
な
ら

ず
、
選
抜
高
校
野
球
大
会
、

プ
ロ
野
球
な
ど
中
止
や
延
期

が
報
道
さ
れ
る
状
況
と
な
り

ま
し
た
。
今
夏
開
催
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
延
期
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
、
各
支
部
の
発
表
の
場
と

な
る
「
健
康
づ
く
り
交
流
集

会
」
も
中
止
で
す
。

　
今
回
は
深
浦
岩
崎
支
部
、

鰺
ヶ
沢
支
部
で
取
り
組
ん
だ

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し

た
。
昨
年
は
深
浦
町
役
場

「
庁
議
の
会
」
の
取
り
組
み

参
加
者
は
充
実
し
た

様
子
で
し
た
。
ま
た

野
宮
院
長
は
、
元
々

津
軽
保
健
生
協
に
医

師
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
、
津
軽
保
健
の

活
動
に
つ
い
て
も
絡

め
て
お
話
し
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
つ
な
が
り
を
広
げ

て
い
く
た
め
、
こ
の

よ
う
な
活
動
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
今
回
、
突

然
の
会
場
変
更
に
伴
い
、
多

数
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ
で

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

�

（
組
織
部
・
齋
藤
淳
一
）

班
員
や
近
所
の
方
々
を
誘

い
、
班
会
結
成
ま
で
至
り
ま

し
た
。
毎
年
、
降
雪
量
が
多

い
嶽
地
域
で
す
が
、
雪
を
溶

か
し
そ
う
な
く
ら
い
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
健
康
に
対
す
る

熱
意
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
嶽
地
域
の
皆
さ
ん
。
ぜ
ひ

常
盤
野
班
に
参
加
し
て
一
緒

に
健
康
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
？　
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
ろ
う
！

�

（
組
織
部
・
齋
藤
淳
一
）

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
年

は
更
に
多
く
58
名
の
職
員
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
深
浦
中
学
校
で
は
学

校
長
は
じ
め
全
て
の
教
職
員

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鰺
ヶ
沢
支
部
で
は
昨
年
の
自

治
体
懇
談
会
の
席
上
、
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
話
題
と
な

り
、
来
年
は
是
非
に
と
お
願

い
し
ま
し
た
。
結
果
、
15
名

の
職
員
に
参
加
い
た
だ
き
、

今
年
の
自
治
体
懇
談
会
で
は

感
謝
と
来
年
の
参
加
も
お
願

い
し
ま
し
た
。
当
生
協
の
中

で
は
組
合
員
も
少
な
い
両
支

部
で
す
が
、
自
治
体
と
の
連

携
協
力
の
下
、
こ
れ
か
ら
も

支
部
活
動
に
取
組
ん
で
行
き

た
い
。

（
深
浦
岩
崎
支
部
・
鰺
ヶ
沢
支
部

�

　
理
事
・
八
木
橋
健
）

名勝、くろくまの滝

板
柳
支
部

北
東
支
部

岩
木
支
部

分かりやすく面白かった講演

野宮英二先生のお話

有意義だった交流集会

昼食も楽しく

医師を目指す高校生、受験生を
ご紹介ください

■医学生 特別奨学生 一般奨学生

入学金貸与 有り（1年時のみ） なし
奨学金貸与額 20万円/月 10万円/月
定員 各学年5名 制限なし

返還免除の条件 卒業時に返還義務が生じますが青森民医連加盟事業所に
勤務すると返還が免除されます

勤務期間 契約期間の1.5倍 契約期間の1.0倍

■高卒生 コース① コース②

貸与額 10万円/月 20万円/月

医学生・高卒生　奨学金制度

詳しくは青森県民主医療機関連合会　弘前事務所（医師医学生課）まで
☎0172-34-5455

深
浦
岩
崎
支
部
鰺
ヶ
沢
支
部







（0172）32－1171
（0173）35－2542
（0172）35－7611
（0172）62－8811
（0172）31－2731

健生介護
　　　センター

訪問看護
ステーション

地域活動
支援センター

健生訪問看護
ステーション

健生訪問看護
ステーション

精神障害者
福祉ホームＢ型

健生訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
ステーション

弘　　　前
第 一 地 域

訪問看護
ステーション

健生ヘルパー
センター

通所リハビリすこやか
居宅介護支援事業

健　生　病　院
健生五所川原診療所

虹　
なみおか
ぴ あす

藤代健生病院
健生黒石診療所

たまち
ちとせ
ガーベラタウン

　健生クリニック
健生平賀診療所

たまち石川支所
あじさい
包括支援センター

津　軽　医　院

ふじしろ
かけはし

健生弘前ホームあじさい

（0172）36－5181
（0172）53－3015
（0172）36－8833
（0172）53－6587
（0172）32－8004

（0172）33－2021
（0172）44－1301
（0172）92－2220
（017２）3１－１０５０
（0172）3１－１２０３

（0172）62－3101
（0172）38－3295
（0172）36－5581
（0172）39－7339
（0172）31－1855 生

協
本
部

（0
17
2）3
3－
75
15

組
合
員
セ
ン
タ
ー

（0
17
2）3
5－
89
33

モ
バ
イ
ル
版

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

健 生 病 院
クリニックホームページ
http://www.kensei-hp.jp

健生介護センター
虹

0172-35-7611

健生介護センター 虹
居宅介護支援事業所
0172-84-2787

健生訪問看護ステーション
た ま ち
0172-36-8833

ナーシングホーム
た ま ち
0172-55-9724

訪問看護ステーション
の だ 支 所
0172-36-5581

健生訪問看護ステーション
たまち・ちとせ支所
0172-53-6587

健生ヘルパーセンター
か け は し
0172-39-7339

宿泊型自立訓練事業所
ガーベラタウン
0172-32-8004

地域生活支援センター
ぴ あ す
0172-31-2731

弘前市第一地域
包括支援センター
0172-31-1203

院 所案内は
５−４面です
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外来診療の案内 外来診療の案内 外来診療の案内

弘
前
市
扇
町
２
丁
目
2-2

☎
0172-55-7717

受
付
時
間

診
察
開
始

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

救
急
外
来

24時
間

日
曜
日
・
祝
日
も
対
応

○
○

○
○

○
○

整
形
外
科

（
予
約
制
）

午
前

の
み

8：00～
　
　

11：00ま
で

9：00～
相
馬

那
須

木
村

〈
予
約
の
み
〉

木
村

那
須

相
馬

〈
予
約
の
み
〉

木
村

金
子

休
診

午
後

【
予
約
制
】

13:30
～

ﾘｳﾏﾁ外
来

（
相
馬
）

小
児
科

※
都
合
に
よ

り
医
師
の
変

更
が
あ
り
ま

す
。詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

午
前

8：00～
　
　

11：30ま
で

土
曜
日
の
み

11時
ま
で

9：00～
國
吉

田
代

加
村

國
吉

徳
竹

田
代

高
橋

徳
竹

國
吉

高
橋

徳
竹

國
吉

徳
竹

毎
週
小
児
科

医
が
交
代
で

担
当
し
ま
す

予防接種

14：00
～
14：30ま

で
【
予
防
接
種
は
、
一
般
外
来
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
小
児

科
外
来
受
付
に
直
接
お
越
し
下

さ
い
。】

○
○

○

子育て健診

【
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

小
児
科
外
来
受
付
に
ご
相
談
下

さ
い
。】

4ヶ
月
健
診

7ヶ
月
健
診
1ヶ
月
健
診

10ヶ
月
健
診

1歳6ヶ月健診

午
後
【
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

小
児
科
外
来
受
付
に
ご
相
談
下

さ
い
。】

予
約
外
来
予
約
外
来
予
約
外
来
予
約
外
来
予
約
外
来

休
診

夜
間

外
来

16：00～
　

18：30ま
で

17：00
～

17：00
～

18：00ま
で

予防接種のみ

毎
週
小
児
科

医
が
交
代
で

担
当
し
ま
す
。

外
　
科

午
前

の
み

8：00～
　

11：00ま
で

9：00
～

伊
藤境原

佐
藤（
衆
）

兼
田原

伊
藤

笹
田原

境
糸
川
先
生

笹
田原

佐
藤（
衆
）

兼
田原

休
診

産
婦
人
科

午
前

8：00～
　

11：00ま
で

9：00
～

妊
婦
健
診
妊
婦
健
診
妊
婦
健
診
妊
婦
健
診
妊
婦
健
診

休
診

斎
藤

橋
本

斎
藤

橋
本

斎
藤

橋
本

橋
本

斎
藤

斎
藤

橋
本

午
後

産
後
健
診

母
乳
外
来
産
後
健
診

母
乳
外
来

1ヶ
月
健
診
産
後
健
診

母
乳
外
来
母
親
学
級

母
乳
外
来

産
婦
人
科

専
門
外
来

「
助
産
師
外
来
」…
月
曜
日
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
30分

～
12時

ま
で
　
予
約
制

「
母
乳
外
来
」…
電
話
で
の
予
約
制
（
緊
急
時
は
随
時
検
討
）

「
産
後
外
来
」…
14時

～
16時

ま
で
　
予
約
制

※
�い
ず
れ
も
予
約
外
来
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
産
婦
人
科
外
来
受
付
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

健
生
病
院

健
生
病
院

健
生
病
院

弘
前
市
扇
町
２
丁
目
2-12

☎
0172-55-7707

受
付
時
間

診
察
開
始

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

内
　
科

一
般
外
来

午
前

月
曜
～
金
曜

8：30～
　

11：00ま
で

9：00
～

青
山

安
田

飯
田

加
藤

相
樂

※
第
一
(月
)の

安
田
外
来
は

予
約
の
み
と

な
り
ま
す
。

安
田

飯
田

阿
部

加
藤

三
上

相
樂

安
田

宮
原

石
田

須
東

宇
藤

安
田

加
藤

岡
野

松
﨑

宇
藤

野
村

青
山

飯
田

阿
部

岡
野

加
藤

野
村

SAS・
禁
煙
外
来

（
予
約
の
み
）

午
後

休
　
　
　
診

夜
間

外
来

4：00～
　

6：30ま
で

5：00
～

安
田・飯

田
加
藤
　
 　

内
　
科

専
門
外
来

（
予
約
制
）

午
前

＊
専
門
外
来
は

医
師
の
指
示

が
あ
っ
た
方

の
予
約
診
療

と
な
り
ま
す
。

9：00
～

　

［
糖
尿
病
］

竹
内

［
心
　
臓
］

〈
第
1･2･3週

〉
飯
田

［
ﾍﾟーｽﾒｰｶｰ］
〈
第
4週
〉

飯
田

［
糖
尿
病
］

丹
藤

［
呼
吸
器
］

青
山

［
脳
卒
中
］

安
田

竹
内

〈
月
１
回
〉

［
呼
吸
器
］

青
山

［
睡眠呼吸障害］
飯
田

［
消
化
器
］

千
葉

午
後

1：30
～
［
高
血
圧
］

飯
田

［
心
　
臓
］

加
藤

［
呼
吸
器
］

青
山

［
糖
尿
病
］

石
森

［
泌
尿
器
科
］
午
後

1：30～
　

2：30ま
で

1：30
～

工
藤

〔
禁
煙
外
来
〕

(予
約
制
)

午
前

完
全
予
約
制

10：30
～

11：30
飯
田

（
月
2回
）

精
神

神
経
科

（
予
約
制
）

新
患
の
方
は

事
前
に
予
約

が
必
要
と
な

り
ま
す
。
看

護
師
に
ご
相

談
下
さ
い
。

午
前

8：30～
　

11：30ま
で

9：00
～

髙
髙小鹿
森
山

髙小鹿
髙吉田

髙小鹿
坂
本

予
約
の
み

午
後

1：30～
　

2：30ま
で

2：00
～

髙
髙小鹿

髙吉田
坂
本

夜
間

外
来

4：00～
　

6：30ま
で

4：30
～

髙坂本

運
動
療
法

作
業
療
法

物
理
療
法

（
け
ん
引・ホ

ッ
ト
パ
ッ
ク
）

午
前

8：30～
　

11：00ま
で

9：00
～

○
○

○
○

○
　

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
予
約
制
を
導
入
し
て
い
る
た
め
予
約
の
患
者
様
を
優
先
し
て
診
察
し
て
い
ま

す
。
初
め
て
の
方
ま
た
は
予
約
を
さ
れ
て
い
な
い
患
者
様
は
、
診
察
ま
で
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
但
し
、
体
調
が
悪
く
す
ぐ
に
診
て

欲
し
い
場
合
は
、
受
付
も
し
く
は
看
護
師
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

※
自
動
再
来
受
付
機
は
、
朝
8時
00分

よ
り
ご
利
用
で
き
ま
す
。

※
来
院
さ
れ
る
場
合
は
、
保
険
証
を
持
参
し
受
付
に
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
休
診
日
：
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
（
12月

30日
～
1月
3日
）、
メ
ー
デ
ー
（
5

月
1日
）、創

立
記
念
日
（
8月
1日
）
お
盆
（
8月
13・14日

）
と
な
り
ま
す
。

切り取ってご利用ください
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１．新型コロナウイルス感染症対策として、入院患者の面会
制限をしています。面会は病院からの来院要請があった
方のみ許可しています。院内のエレベーター前にて、病
院からの要請があった方かどうかを確認させていただき
ます。

２．夜間、休日の病院正面玄関は施錠します。来院者は夜間
通用口（正面玄関右側）からの通行をお願いします。

３．新型コロナウイルス感染症疑いの方は総合案内にお声が
けください。専用の待合場所にてお待ちいただきます。

４．病院は新型コロナウイルス感染症
に限らず感染のリスクが高い場所
です。基本的には症状のある方以
外の来院を控えて頂くようお願い
致します。

大変ご不便をおかけいたしますがご
理解をお願い致します。
� 健生病院院長・伊藤真弘

新型コロナウイルス　健生病院の対応
4月16日現在

鯉のぼり寒天寄せ

＜材料＞（縦７㎝×横10㎝を２つ分）
長芋　100ｇ　トマト　１/２個　
卵　１個　胡瓜１/４本
ゼリー（粉寒天　４ｇ　水600cc
　　　白だし　大さじ２）
飾り用（のり　少々　
胡瓜　縦２/４本）
＜作り方＞
❶長芋は皮をむいて１cm角に切り、
水に浸けておく。トマトは湯むきし、
１cm角に切る。胡瓜は薄い輪切りに
する。卵は割って溶いておく。
❷鍋に粉寒天と水を入れ寒天をかき

混ぜながら煮溶かし、沸騰したら弱
火にして１～２分程度沸騰させる。
❸火を止め白だしで味付けし、混ぜ
ながら溶き卵を入れる。卵が固まっ
たら長芋を入れる。
❹型に胡瓜を鱗（うろこ）になるよう
に敷き、その上にトマトを入れて❸
のゼリー液を流し込む。粗熱がとれ
たら冷蔵庫に入れ、２～３時間冷や
し固める。
❺固まったら型から出し、尾びれの
部分を切り、丸く切り抜いたのりで
目を付ける。

１つ当たり　エネルギー95Kcal　塩分3.0ｇ

楽しい お料理楽しい お料理
☆献立紹介…
健生病院
管理栄養士

永田　賢司　6 6 ㈯

11

採用選考日

選考日の
詳細について
は応募された
方に郵送で
お知らせ
いたします。

第１回選考日 ５月 23日 土曜
出願〆切 5 月８日（金）必着

第２回選考日 ７月４日 土曜
出願〆切 6 月 19日（金）必着

第３回選考日 ８月 15日 土曜
出願〆切 ７月 31日（金）必着

出願提出書類
①履歴書（写真貼付） 当法人指定のものあり

（ホームページでダウンロードできます）
※既成の履歴書でもかまいません。

②新卒の方は成績証明書と卒業見込み証明書
既卒の方は資格免許証の写し（コピーでかまいません）

出願先 〒036 -8045 弘前市野田 2 丁目 2-1
津軽保健生活協同組合 生協会館

看護介護部 看護職員採用係

１階エレベーター前の標示１階エレベーター前の標示

原則、面会はできません！原則、面会はできません！ 必ずマスク着用を！必ずマスク着用を！夜間通用口夜間通用口


